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Ⅰ．公開講座 
 





 公開講座の開催数については例年どおり 30 講座程度にするという方向で、講座を募集・選定した。
平成 27 年度については、無料講座が 8 講座、有料講座が 19 講座の計 27 講座を実施した。 
講座の実施結果のうち受講者数について述べると、講座全体の定員充足率は 110.7%（定員 942 人
に対して受講者総数 1043 人）となり、例年と同様に 100％を超えた。無料講座の定員充足率は 117.3％
（定員 510 人に対して受講者総数 598 人）であり、有料講座の定員充足率は 103.0％（定員 432 人に
対して受講者総数 445 人）であった。 
無料講座のうち、読売新聞社との共催公開講座「『常識』と『真実』とは合致するのか？－『驚き
桃の木山椒の木』の学術的成果－」は、当初は定員 200 名以内に抑えることをめざしたが、241 名の
応募者をそのまま受け入れ、充足率が 120.5％となった。この措置は、読売新聞による周知記事（2015




対して、200％を超えた講座が 1 講座（「民俗学からみた栃木」の 220.0％）、100％を超えた講座が
9 講座、100％ちょうどの講座が 2 講座であるので、定員を満たした講座の割合は合計 12 講座となり、























無料講座 8 510 598 117.3 － 0 
有料講座 19 432 445 103.0 380 3,160,000 




された平成 25 年 4 月 1 日の時点では、「地域連携の推進」の手段として、「地域連携」
と「生涯学習」の 2つの視点が明示された。その後、大学が“Center of Community”(略
称：ＣＯＣ)となるよう求めた「地(知)の拠点整備事業」が文部科学省の委託事業とし
て公募され、本学の「とちぎ高齢者共生社会を支える異世代との協働による人材育成
事業」が採用されたことを受けて、同年 12 月 1 日には、センター内センターとして「と
ちぎ終章学センター」を開設した。さらに、平成 28 年 4 月 1 日からは、文部科学省に
よる大学教育再生戦略推進経費「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯ
Ｃ＋）」に本学が採択されたことを受けて組織改編し、「生涯学習部門」・「ＣＯＣ部門
（とちぎ終章学センター）」・「ＣＯＣ＋とちぎ仕事学部門」の３部門を設けて活動して
いる。 
本号の彙報については、諸事情により、生涯学習部門の具体的活動を基軸として構成
した。ＣＯＣ部門とＣＯＣ＋部門とについては、各部門で詳細な報告書を出しているの
で、その具体的な活動内容等については、それらを参照してもらうこととした。 
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